
                                         

「
都
市
計
画
」
と
は 

 

「
都
市
計
画
」
と
は
、
都
市
の
健

全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
進

め
る
た
め
に
、
土
地
の
使
い
方
や

個
々
の
建
物
の
建
て
方
を
は
じ
め
、

道
路
や
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
、
地

区
の
再
編
や
整
備
な
ど
に
つ
い
て

定
め
る
計
画
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

                       

「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
は 

 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
都
市
や
地
域
の
あ
り

方
を
市
民
と
行
政
が
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま 

た
、
具
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
や
地
域
に

お
い
て
、
道
路
や
公
園
、
住
宅
、
工 

                                

場
、
店
舗
な
ど
様
々
な
要
素
に
つ
い

て
お
互
い
の
関
係
が
わ
か
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
図
が
あ
る
と
役
立
ち

ま
す
。 

こ
の
将
来
の
姿
を
示
す
イ
メ
ー

ジ
図
の
こ
と
を
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
と
い
い
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

調
和
し
た
都
市
を
つ
く
る
た
め
の

方
向
を
示
す
役
割
を
果
た
し
ま
す
。 

 

策
定
の
体
制
と
進
め
方 

 

市
で
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
十

七
年
度
の
２
年
間
で
都
市
計
画
マ 

 

                     

  

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
土

地
利
用
、
道
路
や
公
園
の
整
備
、
地

域
の
環
境
や
街
並
み
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
頂
き
、
今
後
の
あ
る
べ
き
都
市
像

や
整
備
方
針
な
ど
、
都
市
計
画
に
関

す
る
基
本
的
な
方
針
を
表
し
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
考
え
や
多
様
な
ご
意
見
を

プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
は
じ
め
、

市
民
参
加
に
よ
る
策
定
審
議
会
や

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
な
ど
の
開
催

に
よ
り
検
討
を
進
め
ま
す
。 

                        

南アルプス市都市計画マスタープラン 

策定経過のお知らせ 
南アルプス市では、新市としての都市像をより具体的に明らかにし、また、地域のまちづくりを市民の皆さ
んとのパートナーシップによって進めるため、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」(都市計画マスタ
ープラン)の策定に向けた検討を進めています。 

都市計画マスタープランの特徴 
 

●目指すべき本市の具体的な都市の将来像を示す 

●土地利用などにかかわる都市計画に対する市民の

理解を得る 

●市民が主体となった方針づくり 
 
 

都市計画マスタープランの役割と概要 
 

●市総合計画、国・県計画に即した方針とします。 

●概ね２０年後を見据えた計画とし、本市の都市計

画の指針とします。 

●町村合併前に策定されたマスタープランを尊重し

つつ、適切な見直しを行って、新市としての方針

とします。 

●現在の都市計画区域外を含めて検討を行います。 



                                          

                       

              

「
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
」
で
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、
市
民
の

生
活
活
動
実
感
か
ら
市
全
体
や
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討

し
、
策
定
審
議
会
へ
提
言
す
る
組
織

で
す
。
平
成
十
六
年
十
月
に
実
施
し

た
「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
言
提
言
」

と
と
も
に
応
募
頂
い
た
公
募
会
員

を
中
心
と
し
て
三
十
六
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
回
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
に

開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
計
四
回
の

研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
意
向
を

反
映
し
て
、
本
市
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
闊
達
で
有
意
義
な
議
論
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

                      

ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
言
提
言

募
集
結
果
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 
           

一
言
提
言
の
主
な
意
見 

一
言
提
言
で
は
、
市
の
将
来
像
や

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
な
ど
貴
重
な
意
見
を
頂
き
ま
し 

た
。
こ
こ
で
は
主
な
意
見

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

南
ア
ル
プ
ス
市
の
将
来

目
標
や
都
市
像
に
つ
い

て
は 

●
自
然
と
共
生
し
た

都
市 

●
自
然
環
境
の
保
全 

●
緑
あ
ふ
れ
る
中
で

子
供
の
成
長
が
た

の
し
め
る
・
子
育
て

し
や
す
い
都
市 

●
環
境
へ
の
負
荷
の

少
な
い
都
市 

●
産
業
複
合
都
市 

●
福
祉
・
教
育
・
文
化

都
市 

●
田
園
・
居
住
・
観
光

都
市 

●
歴
史
・
文
化
複
合
都

市 

住
ま
い
の
地
域
の
魅
力 

や
宝
と
し
て
は 

●
自
然
と
調
和
し
た 

環
境
な
ど 

●
一
望
で
き
る
良
好
な
眺
望
景
観 

●
歴
史
資
源 

・
長
遠
寺
、
養
春
院
、
巨
摩
八
幡
宮
、

隆
円
寺
、
大
擧
等
な
ど 

●
田
園
資
源 

・
果
樹
・
桃
源
郷
・
緑
の
田
ん
ぼ
や

畑
・
里
山
・
南
ア
ル
プ
ス
の
山
な

み
を
バ
ッ
ク
に
し
た
果
樹
地
帯

な
ど 

●
施
設
や
場
所 

・
遊
湯
施
設
や
公
園
な
ど 

●
イ
ベ
ン
ト
・
伝
承
・
伝
統
な
ど 

●
人
的
地
域
や
社
会
資
源
な
ど 

●
地
域
の
技
術
・
文
化
な
ど 

 

主
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
言
提
言

と
し
て
は 

●
施
設
整
備 

・
遊
歩
道
や
公
園
・
人
の
集
ま
る
場

所
の
整
備
を 

・
歩
道
を
備
え
た
、
歩
い
て
楽
し
い

道
路
整
備
を 

●
交
通
体
系
の
整
備 

・
道
路
交
通
体
系
の
整
備
を 

・
車
が
な
く
て
も
便
の
良
い
体
系
を 

●
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
整
備
を 

●
地
域
資
源
・
景
観
等
の
保
全
・
活 

用
・
創
造
を 

●
自
然
の
保
全
や
活
用
を 

●
産
業
の
振
興
へ
の
対
処
を 

●
歴
史
・
文
化
環
境
の
充
実
を 

●
福
祉
・
教
育
施
設
の
充
実
を 

●
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
策
を 

●
子
育
て
支
援
を 

●
都
市
防
災
の
強
化
を 

●
行
政
対
応
の
一
層
の
充
実
を 

  

今
後
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
検
討
に
応
じ
て
、
そ
の
経
過

を
随
時
広
報
等
に
て
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。 

 

お
問
合
せ 

 

都
市
整
備
課 

℡
〇
五
五
‐
二
八
二-

六
三
九
四 

一言提言調査の概要 
●配布・回収 

各区組長を通じての市内

全戸配布、郵送回収 

●設問 

居住地区、年齢、将来都市

像、地域の宝、一言提言及

びまちづくり研究会委員

募集 

●調査期間 

平成１６年１０月 

●回収票 ６４票 

第一回まちづくり研究会開催の様子 

南アルプス市都市計画マスタープラン策定の流れ 

年度      策定手順      市民参加組織・活動 

 

  
平 成

16

年度 

 

 

 

 

平 成

17

年度 

策定準備 
・現況分析 
・策定推進体制づくり 

 
 
 
都市の将来目標の 

設定 
・理念と視点 
・将来像 
 
 
マスタープラン案

の策定 
・全体構想・地域別構
想の立案 

・実現方策の検討 
 
 

マスタープラン
の公表 

・市民公表 
・県への通知 
 

策
定
審
議
会
・ 
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
等
で
の
検
討 

広
報
等
に
よ
る
お
知
ら
せ
・
意
向
調
査 

 

南アルプス市都市計画マスタープランの策定体制 

都市計画マスタープラン策定審議会 
構成：知識経験者、各種団体代表、まちづくり研

究会代表 
目的：南アルプス市都市計画マスタープラン素案

の策定 

広報、マスタ
ープラン、ホ
ームページ
等による情
報公開 
アンケート、 
メール等に
よる意見募
集 

まちづくり研究会 
構成：公募市民等 
目的：まちづくり課題

の発見と共有
化、地域まちづ
くり構想の検
討、実現施策の
提言など 

 

地域まちづくり懇談会 
構成：市民(自由参加) 
目的：市民からのまちづく

りへの意向や提言 
地域のまちづくりの
検討 

 

庁内検討調整組織 
構成：行政内関連各課 
目的：市民まちづくり
検討案の調整と
施策化に向けた
検討 


